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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
本論文は、現代日本の企業博物館がもつ企業イメージの構築装置としての機能、及び、
その機能を発展させるために企業や企業博物館が構築すべき体制について、経営学の視
点から考察している。 
本論文は、第 2章で経営学における企業イメージの先行研究として、企業の「見えざ
る資産」としての「レピュテーション」に関する研究、組織のアイデンティティを刺激
し行動を変化させる、組織の「印象」に関する研究を検討している。第 3章では企業博
物館の先行研究として、社会情勢を映し出す「メディア」としての博覧会・博物館の機
能に関する研究、企業博物館の分類基準と公共的役割に関する研究、企業博物館を企業
イメージの構築装置として捉える研究を検討し、本論文の分析枠組みを提示している。 
第 4章は日本の企業博物館史を概観し、企業イメージの構築装置としての企業博物館
の設立は 1970年代後半から始まり、1980年代には企業の文化的な社会貢献をアピール
する企業博物館が増加したことを明らかにしている。第 5章は企業イメージの構築装置
として機能していると考えられる３つの企業博物館の事例を分析し、これらの館が、企
業とステークホルダー間の双方向の情報の流れを生み出す場として機能していること
を明らかにしている。第 6章では本論文の理論的・実践的貢献と今後の研究課題を述べ
ている。 
本論文は、日本の経営学では未だ本格的な実証研究のない企業博物館を研究対象とし、
文献・資料の広範な渉猟と丁寧なインタビュー調査によって、日本の企業博物館史と代
表的な館の設立・運営実態を詳細に分析すると共に、欧米の経営学における企業博物館
研究の成果を援用しつつ、企業博物館研究の経営学的意義を明らかにしようとする、先
駆的で優れた論考である。 
企業博物館研究の経営学的意義については、本論文の主張を超える豊かな可能性も考
えられ、また本論文独自の視点である、企業博物館の設立・運営における広告・展示業
者や学識経験者の役割と、企業イメージの受信装置としての機能の分析については、更
に精緻化する余地もあると考えられるが、これらは本論文の本質的価値を損なうもので
はなく、今後の研究の発展を予期させるものといえる。 
以上のことから、審査委員会は一致して、本論文を博士（経営学）の学位を授与するに
値するものと判断した。 
